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電子ホログラフィ用高解像度液晶空間光変調素子
広視野角を実現する電子ホログラフィ立体表示技術

・ 近年、エンターテイメント用途、産業設計、計測、用途、自動車などの

ヘッドアップディスプレイ用途などで、3次元の情報を表示する電子ホログ

ラフィが求められている。

・ 電子ホログラフィは、液晶を画素ごとに配置した空間光変調素子を

介して、像を再生することで3次元情報を表示するが、現行の

素子は印加する電場が隣接する画素に漏れ出すため、

画素ピッチを狭くすることが出来ず、そのため視野角が狭く、実用性が

劣るという課題を有していた。

・ そこで、本発明は空間光変調素子に連続電位差による横電界で

液晶を駆動するとともに、微小な接地電極を形成した。

・ その結果、隣接する画素へ漏れ出す電界が少なくなり、画素ピッチ

1μm以下の駆動を初めて達成した。

・ 画素ピッチ1μmを達成すると、電子ホログラフィの実用化に

   必要とされる視野角30°を達成することが可能であることから、

本発明は電子ホログラフィの実用化に大きく貢献することが期待される。

概要

 電子ホログラフィ用空間光変調素子
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・ 空間光変調素子は液晶の画素で構成される

・ 従来の縦電界駆動だと電場が隣接画素に 漏れる

ため、高解像度化が困難で広視野角化が難しい

電極横方向に

連続電位差による電場を付与

接地電極を設置

光学変調素子に連続電位差による電場と接地電極を導入

0.8μmピッチ構造にて十分な位相変調をシミュレーションで確認！(世界初)

⇒ 電子ホログラフィの視野角拡大が期待される！
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